
教育名、担当科目、
研究領域など

3 Tips:
１．難しい内容を単純化し学生が理解しやすいよう
　　に工夫する

２. BreakoutRoom+Jamboard を活用しグループ　
　　ワークを見える化する

３. 学生を動機づけるクラスの雰囲気づくり

Q: 授業構成ややり方などに工夫し

ている部分はありますか？

A: 私は各科目の目標を達成することが授

業の質を高めることに繋がると思っていま

す。なので授業目標を達成するためにどん

な戦略が必要かをまず考えます。例えば、

私が担当している会計学 I の場合、目標は

会計と企業活動の関連性、仕訳から財務諸

表作成までのプロセスを理解することで

す。初めて接する勘定科目の名称などを難

しく感じる学生が多い中で、これらを学生

が理解しやすくするために、概念を単純化

し反復練習できるように授業内容を構成し

ました。財務諸表は箱の集合体だと説明し、

各勘定科目がどの箱（資産や負債など）に

入るかを学生に質問します。そして勘定科

目が増える度に、繰り返し同じような訓練

を重ねることで会計の概念が定着するよう

に工夫しました。

Q: 先生の授業で、学生の学びのモ

チベーションを高めるために工夫

されていることはありますか？

A: 動機付けされるきっかけは人それぞれ

だと思います。同じ方法でもある人には、

全く効果がない場合があるので、いろんな

方法を工夫しています。まずはクラスの雰

囲気づくりから始まります。私は、学びは

楽しいことだと直接・間接的に伝えるよう

にしています。また、授業中に励ましの言

葉をよく言います。学生には発表の度にク

ラス全員の拍手と感謝の言葉が与えられま

す。グループワークの際には、互いが尊重

し合えるグラウンドルールを提示していま

す。次に、科目毎のモチベーション方法に

ついてです。例えば、財務会計論では、た

だ授業でいい成績を取ること以外にどのよ

うな成長ができるか、個々人の目標を決め

てもらい、その進捗状況を中間・期末テス

トの時点で自己評価するようにして、学生

が自分の成長を意識するように工夫しまし

た。また、複数の課題を必須課題と任意課

題に分けています。必須課題は全員が必ず

やる必要がありますが、任意課題は選択可

能で、モチベーションのある学生に＋αの

学びの機会を提供しています。例えば、今

回のビジネスエシックスの授業では、必須

の期末レポートに加え、授業中紹介した理

論に関連する図書を 1 冊読み、論点と自分

の考えをまとめるような任意レポートが出

されています。

その他、授業時に教科書の一部を読んでも
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ら う「APU ア ナ ウ ン サ ー」や Respon / 

Manaba Quiz などの機会を設けて、学生が

努力すればするほど多くのボーナスポイン

トが取れるような仕組みを作っています。

これらの工夫を通じて学生全員が授業に能

動的に参加するアクティブラーニングを目

指しています。

Q: オンライン授業で変わった部分

とかありますか？

A: 質の高い授業を作り上げるためには学

生と教員の双方のやり取りが重要だと思い

ますが、オンライン授業では学生がカメラ

をオフにして発言しない場合が多いので、

どうしても一方的な授業になりがちです。

特に、学生がどこまで理解していて、どこ

が分からないのかが把握できないので、授

業中はバーチャルの手を挙げるかカメラの

前で手を振るようにさせて、学生からの

フィードバックを頻繁にもらうようにして

います。

グループワークに関しては、学生がブレイ

クアウトルームに行っている間は、グルー

プワークの状況を把握しづらい面もありま

す。私がブレイクアウトルームを巡回した

ら学生はこちらを意識してしまい、スムー

ズな議論ができないこともあります。そこ

で、実際に学生がどのようにグループワー

クをしているかを網羅的に確認したいと思

い、ブレイクアウトルーム機能とともに

「Jamboard」を活用しています。 Jamboard

は FD セッションでカッティング先生より

ご紹介頂いたものです（この場を借りて感

謝申し上げます）。各グループから 2 人ず

つ Jamboard に入ってもらい書記を担当さ

せます（2 名 x20 グループ＝40 人程度が

同時アクセス）。各ブレイクアウトルーム

では書記が Jamboard の画面を共有するこ

とでグループメンバー全員が議論しながら

書き込みの内容も確認できるような仕組み

となっています。私はメインルームから

ワーク中の Jamboard をリアルタイムで確

認できるので、オンライン授業上の課題の

一つが改善できたと思います。

Q: 授業内容の改善する際、どのよ

うなステップがありますか？

A: 授業内容の改善は毎セメスター終了後

に検討しています。授業期間中は、気づい

たことや改善すべき内容をメモに残してお

きます。後に、学生からの授業評価アンケー

トも参考にしながら、全体的に振り返り、

授業資料などをアップデートしています。

また、同じ科目を担当する他の先生とのマ

テリアル共有、講義内容やテストなどに関

する意見交換も必要に応じて行っていま

す。

Q: 他の先生にシェアしたいスキル

などありますか ?

A: 私のティーチングメソッドは伝統的な

もので特別なテクニックはございません

が、学生を愛することや与えられた環境に

感謝することを忘れないように心がけてい

ます。ここ数年で、私の想いが学生にその

まま伝わっていることに気づきました。

様々な学生との話の中で、教員の考え・心

の持ち方などが、学生に大きな影響を及ぼ

していることが分かりました。教員が動機

づけられハッピーになることで、学生も動

機づけられハッピーになるのではないかと

思います。

この場を借りて、色々と大変な状況の中で

ご尽力される先生方・教職員の皆様に感謝

を申し上げますとともに、先生方を信頼し

最善を尽くしている学生の皆さんに、熱い

エールを送ります！  Tip #2: BreakoutRoom+Jamboard を活用し
グループワークを見える化する (https://jamboard.google.com)

学生が理解しやすいように工夫する：
「概念を単純化し反復練習できるよう
に授業内容を構成し . . .」

「 . . . 財務諸表は箱の集合体だ
と説明し、各勘定科目がどの箱

（資産や負債など）に入るかを
学生に質問します。」



.

インタビューの感想
先生の授業を受講したことがありますが授業を進行するにあたり学生
に質問を投げて楽しい授業の雰囲気を維持するためにどのような努力
をされたか分かるようになってとても良かったです。学生のモチベー
ション程度に合わせて＋αの課題を設定している部分を個人的には非
常に印象的な部分でした。

「Q」とは
APU で素晴らしい授業を行っている先生方はたくさんいらっしゃい
ますが、先生方が授業中にどのような工夫をしているのか知ることが
出来れば、他の先生の授業改善にも役立つ。そのために、インタビュー
をして授業の工夫を教えてもらいたい、ということで始めた取り組み
です。この記事は、授業の「Quality＝質」を高める、質を高めるた
めの「Question＝問」に答える、授業改善の「Queue＝列」をなす、
など、色々な意味を込めて「Q」と名付けました。先生方の授業の質
向上の「Quest」に役立てられると幸いです。

 Tip #2: BreakoutRoom+Jamboard を活用し
グループワークを見える化する (https://jamboard.google.com)

https://jamboard.google.com

